

































究史を概観すると，その Starbuck の回心研究よりも， W.James による回心研
究の方が， その後 の回心研究に与える影響は遥かに大きい。本稿では宗教 の心
理学的研究の起源よりも， 回心研究の学説史 の理論的な流れに着目する ので，
James の回心研究から説き起こすこととしたい。古典的名著として名高い
James の著書， 『宗教的経験の諸相』5 (以下『諸相』 と略す）には， その後 の回
心研究の流れを二分する二つの基本的な観点が内包されている。その一つは，
「突発的な回心」6 が生ずるメカニズムを 説明する際に，「識閾下の意識」という
概念を導入した点である。「識閾下の意識」とは， James によ れば「普通の場の
意識」 の外側に「一群の記憶， 思想，感情の形で付加的に存在する領域」 のこ




点は， 回心を「二度目 の誕生」， つまり全く新しい人間 の誕生として捉える観点
である。その際 James は，「一度生 まれ」の人間と，「二度生 まれ」の人間とに，
人間を 二つのタイプに分けている。前者は，「健全な心」と， 楽観的人生観の持
ち主で， こ れを James は「自然人」と呼んでいる。その一方で後者は「病める
魂」と悲観的人生観 の持ち主であり， 回心を 経ることで「回心者」となる。こ
のように， Jamen が「自然人」と「回心者」という対照的な二つの人間 のタイ
プを設定し， 後者 のタイプ の人間を特徴付ける現象として回心を 捉え， 回心に
よる転換の全体性を示唆した点は， 回心への人格心理学的なアプロ ー チの重要
な視点となっている。以上の二点， つまり「識閾下の意識」による回心説明と，
「回心者」を 全く新しい人間として設え回心 の全体性を示唆した点は， それぞれ
精神分析学的な回心研究と， 人格心理学的な回心研究という， 心理学的回心研
究の二つの流れ の原点となっている。それぞれ の観点は， 後に全く別個の流れ
を 形成するに至るが， それは方法論 の相違というよりも， むしろ全く異なる人




















































回心の本質は， 性格の統一であり， 新しい自己の達成である。 …しかしその極めて重要
でその唯一の不可欠な点は， 人が単なる精神的事物あるいは分裂した自己となることを
止め， 一貫性のある調和的な目的や観念を有する集団の導きのもとで， 明確な方向と一
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Studies of Conversion and their Understanding of Human 
Yukio Tokuda 
Since Starbuck, E.D. studied Conversion psychologically about a hundred years 
ago, many scholars have tried to approach Conversion by various methods. Most 
students agree with that Conversion is one of the most difficult phenomenon to 
understand. In this paper, I define Religious Conversion as the transformation to 
Reality-centredness of human existence. This article is an attempt to present the 
distinction of that framework from the point of understanding of Human in studies 
of Convers10n. 
As some students point out, there are two different types of Human in series of 
studies of Conversion. In a ward, they are a passive convert and an active convert. 
The former is the victim only to obey the mechanical causality and the Agent as 
God or the unconscious. The later is the seeker who can act by own ability. But 
my case studies don't verify that alternative view. Then I suppose the Human (I 
call him Religious Human) who is passive to Reality (dimension of verticality) and 
active to his personality or society (dimension of horizonality). And we can see his 
passivity to Reality is the center of his active behavior. The existential structure 
is a feature of Religious Human. In this meaning, Religious Conversion, the birth 
of Religious Human, is acquisition Reality which is center axis of human existence. 
(54) 
